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１．概要（Summary） 

単一生体粒子検出に資する、低アスペクト比かつ低容

量のナノポアデバイスを作製するため、名古屋大学の支

援機関に技術相談を行った。 

本研究ではナノポア周辺に、流路に代表される微細構

造を作りこむために、各構造間の位置合わせが課題とな

っていた。 

相談により、マスクアライナーによるメタルマーカーを利

用した描画において、最初に作製する構造と同時に電子

線(EB)リソグラフィ用のマーカーを描画することをご提案

いただいた。これにより、各構造間の相対位置を適切に

設定することが可能になった。 

 

２．実験（Experimental） 

 

＜技術相談のため概要のみ記載。以下、空欄。＞ 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 

＜技術相談のため概要のみ記載。以下、空欄。＞ 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 

 

６．関連特許（Patent） 

なし。 


